













媛新星 2QZJ021927.9-304545の 2005年 7月のスーパーアウト
ノミース卜時の観測による SUUMa型の性質の確認
2QZ J021927.9-304545はクェーサーの発見とその性質の調査を目的としたサーベイで
ある 2dFQSO Redshift Surveyで発見された楼新星2で、静穏時は Rcrv 18.2の天体で








パーハンプ周期の変化を見積もってみたところ、変化率九h/九h二 4.4 X 105で短くなっ
ていっており、通常の SUUMa型媛新星で見られる傾向と合致したものであった。
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左図:全体の光度曲線。白抜きの四角はASAS-3で得られた観測点。プラトー状態が少な
くとも 10日は続いており、この間0.12等/日の割合で減光していった。右図:プラトー状
態で得られた平均のスーパーハンプ形状。日々の減光傾向を引き、 0.081179日(=116.9 
分)の周期で折り畳んで得られたもの。
Reference: lmadaぅA.う他NogamiうD.含む6人の共著う2006ぅPASJう58ぅ383
(野上大作記)
2クェーサーも媛新星も共に輝線を持つ天体なので、輝線天体を探査するサーベイではよく一緒に発見さ
れる
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